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恵那市の情報を分かりやすくお伝えします！

ENA CITY 

エーナ

今月の
ベストショット
3代目村長に竹下景子さん就任
　５月３日、明智町の日本大正村で村

長の引き継ぎ式が行われ、１６年間務め

た司葉子２代目村長の後任として、俳

優の竹下景子さんが３代目村長に就任

しました。新村長は「歴史、文化、さ

まざまな恵みに満ちているこの村が、

日本全国の皆さんに古里だと思っても

らえる場所になるよう懸命に努めてい

きたい」と抱負を述べました。
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http://www.city.ena.lg.jp/
恵那市ウェブサイト
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介護保険料が変わります



　　

　

介
護
保
険
制
度

社
会
全
体
で
介
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を
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う
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（６５歳以上の方の
基準月額）
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（６５歳以上の方の
基準月額）

３，６９４円

　

市
内
の
高
齢
化
率
は
、
平
成
２９
年
度
に
３３
・
１
㌫
に
な
る
と
予
想
さ
れ
、
高
齢
者

へ
の
福
祉
施
策
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
「
安
心
と
生
き
が
い

の
あ
る
高
齢
者
福
祉
の
充
実
」
を
理
念
に
、
第
６
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
（
平
成
２７
年
度
～
平
成
２９
年
度
）
を
策
定
し
、
保
険
料
の
基
準
月
額
を

５
６
７
９
円
と
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
皆
さ
ん
に
影
響
あ
る
保
険
料
と
主
な
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
は
、
少
子
高
齢
化
が
急

速
に
進
行
す
る
中
、
高
齢
者
の
介
護
を
社

会
全
体
で
支
え
合
う
仕
組
み
で
す
。
こ
の

制
度
で
は
、
利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
選
択

し
事
業
者
と
の
契
約
で
利
用
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
の
被
保
険
者
（
保
険
加
入
者
）

は
、
４０
歳
以
上
の
方
で
す
。

　
６５
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
の
納
め
方
は

年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
と
納

付
書
や
口
座
引
き
落
と
し
（
普
通
徴
収
）

に
よ
る
場
合
に
分
か
れ
ま
す
。

　
ま
た
４０
歳
か
ら
６４
歳
の
方
の
保
険
料
は
、

市
へ
直
接
納
め
ず
、
医
療
保
険
と
一
括
し

て
納
め
ま
す
。

　
６５
歳
以
上
の
方
は
、
日
常
生
活
を
営
む

の
に
常
に
介
護
を
要
す
る
状
態
や
、
日
常

生
活
に
支
援
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
４０

歳
か
ら
６４
歳
の
方
は
、
初
老
期
認
知
症
や

脳
血
管
疾
患
な
ど
の
老
化
に
よ
る
１６
の
病

気
が
原
因
で
、
要
介
護
や
要
支
援
状
態
と

な
っ
た
と
き
に
、
認
定
を
経
て
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

　
要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
が
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
費
用（
給
付
費
）の
う
ち
、

１
割
ま
た
は
２
割
は
利
用
者
が
負
担
し
ま

す
。
残
り
の
割
合
を
６５
歳
以
上
の
方
の
保

険
料
で
２２
㌫
、
４０
歳
か
ら
６４
歳
の
方
の
保

険
料
で
２８
㌫
、
国
２５
㌫
、
県
１２
・
５
㌫
、
市

１２
・
５
㌫
を
負
担
し
ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
は
、
６５
歳
以
上
の
方
が
２１

㌫
、
４０
歳
か
ら
６４
歳
の
方
が
２９
㌫
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
法
改
正
に
よ
り
本
年
度

か
ら
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
制
度
で
は
、
３
年
ご
と
に
介

護
保
険
事
業
計
画
を
見
直
す
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画

（
平
成
２７
年
度
～
平
成
２９
年
度
）
で
は
、
高

齢
者
人
口
の
推
移
や
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
利

用
量
を
見
込
み
、
そ
れ
を
運
営
す
る
た
め

に
ど
れ
く
ら
い
の
保
険
料
が
必
要
か
を
検

討
し
て
、
一
人
当
た
り
の
負
担
を
算
出
し
、

６５
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
を
定
め
ま
し
た
。

　
保
険
料
は
所
得
段
階
区
分
を
１０
段
階
と

し
、
本
市
の
基
本
月
額
（
第
５
段
階
）
は

５
６
７
９
円
、
年
額
６
万
８
１
０
０
円
で

す
。
低
所
得
者
で
あ
る
第
１
段
階
の
方
は

消
費
税
を
財
源
と
し
た
公
費
を
投
入
し
て
、

保
険
料
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
保
険
料
は
、
６
月
下
旬
に
郵

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

所得段階 所得などの条件 保険料（年額）

第１段階

生活保護を受給している人、または世帯全員が市民税非課税で老齢福
祉年金を受けている人
本人と世帯全員が市民税非課税で、課税年金収入額と合計所得金額の
合計が年間８０ 万円以下の人

※２７，２００円

第２段階
本人と世帯全員が市民税非課税で、課税年金収入額と合計所得金額の
合計が年間８０万円を超え１２０万円以下の人

※４４，２００円

第３段階
本人と世帯全員が市民税非課税で、課税年金収入額と合計所得金額の
合計が年間１２０万円を超える人

※４７，７００円

第４段階
本人が市民税非課税で世帯の中に市民税課税者がいる人で、課税年金
収入額と合計所得金額の合計が年間８０万円以下の人

６３，３００円

第５段階
本人が市民税非課税で世帯の中に市民税課税者がいる人で、課税年金
収入額と合計所得金額の合計が８０万円を超える人

６８，１００円

第６段階 本人が市民税課税で合計所得金額が１２５ 万円未満の人 ８０，４００円

第７段階 本人が市民税課税で合計所得金額が１２５万円以上１９０万円未満の人 ８９，９００円

第８段階 本人が市民税課税で合計所得金額が１９０万円以上３００万円未満の人 １１０，４００円

第９段階 本人が市民税課税で合計所得金額が３００万円以上４００万円未満の人 １１５，８００円

第１０段階 本人が市民税課税で合計所得金額が４００万円以上の人 １２９，４００円

平成２７年度から２９年度までの介護保険料

※第１～第３段階は平成２９年度に国の制度改正により保険料が軽減される予定です

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　

仕
組
み

保
険
料
の
納
め
方
と
利
用

　

財
源

６５
歳
以
上
の
負
担
は
２２
％

　

見
直
し

保
険
料
の
決
め
方

  介護給付の実績と見込み

拡大する給付費と高まる介護保険料

第４期 第５期 第６期（見込み）

６５

□問い合わせ

高齢福祉課

志２６－２１１１

（内線１６１）

歳
以
上
の
方
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　給付費は、 介護サービスに必要なお金のうち、１割の自己負担額を除いた金額をいいます。
市の給付費は年々増加傾向にあります。第６期となるこれからの給付費も、介護報酬
や認定者数の増加などから約１６４億円になることが予想されます。給付額が増えると、
その２２㌫を負担する６５歳以上の方の保険料が上がります。

４２．１ ４４．３３８．６ ４６．９ ４９．１ ５1．4 53．5 ５４．４ ５６．０



　　

　団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年をめどに、重度な要介護状態となっても住み慣れ
た地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・
予防・生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築を実現していきます。

　　
　
市
は
、
第
６
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
生
活
支
援

や
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
な
ど
、
介
護
保
険
制
度
の

健
全
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
同
計
画
の
詳
細
は
、
市
役
所
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
や
各
振
興
事
務
所
、
市
中
央
図

書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.city.ena.

lg.jp/

）
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

【
四
つ
の
目
標
】

●
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す

　
高
齢
者
の
持
つ
知
恵
と
経
験
を
生
か
す

た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
充
実

さ
せ
、就
業
機
会
を
拡
充
し
ま
す
。
ま
た
、

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を

通
じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
地
域

で
の
触
れ
合
い
の
場
を
通
じ
て
高
齢
者
の

社
会
参
加
を
促
進
し
ま
す
。

●
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
す

　
加
齢
に
よ
る
心
身
の
変
化
や
健
康
の
大

切
さ
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
生
活

習
慣
病
予
防
、
介
護
予
防
、
さ
ら
に
は
食

生
活
習
慣
や
運
動
不
足
に
起
因
す
る
病
気

や
寝
た
き
り
と
な
る
こ
と
な
ど
へ
の
予
防

事
業
を
推
進
し
ま
す
。
特
に
認
知
症
予
防

対
策
を
充
実
し
ま
す
。

●
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
健
康
で
自
立
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地

域
で
支
え
合
う
仕
組
み
を
構
築
・
充
実
し
、

高
齢
者
の
日
常
生
活
へ
の
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
高
齢

者
世
帯
で
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置

や
見
守
り
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

●
介
護
を
受
け
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
す

　
要
介
護
状
態
に
応
じ
た
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
、
地
域
で
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
密
着
型
の
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
体
制
を
充
実
し
ま
す
。
ま

た
、
介
護
家
族
へ
の
支
援
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　
　
世
代
間
交
流
な
ど
地
域
と
の
関
わ
り
か

ら
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動
へ
の
参
加

を
図
り
、
元
気
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
活

躍
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
高
齢
者
の

知
識
や
経
験
を
生
か
す
場
の
確
保
が
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
壮
健
ク
ラ
ブ
へ
の
参
加
促
進

　
市
内
に
１
１
６
の
壮
健
ク
ラ
ブ
（
老
人

ク
ラ
ブ
）
が
あ
り
、
約
７
２
０
０
人
の
高

齢
者
が
地
域
の
清
掃
活
動
や
花
壇
作
り
、

子
ど
も
の
見
守
り
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
介
護
予
防
、
健
康
づ
く
り
、
仲
間

づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録

　
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
豊
か
な
経
験
や
知

識
、
技
能
を
生
か
し
な
が
ら
、
い
つ
ま
で

も
元
気
で
働
く
た
め
に
、
就
業
機
会
を
確

保
し
、
活
躍
す
る
場
を
創
出
し
ま
す
。

●
三
学
の
精
神
に
基
づ
い
た
生
涯
学
習
の

取
り
組
み

　
高
齢
者
の
学
ぶ
意
欲
を
支
え
る
た
め
、

恵
那
三
学
塾
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
機
会

の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

●
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
参
画
と
連
携

　
地
域
内
の
各
種
団
体
が
連
携
を
図
り
、

課
題
を
共
有
し
な
が
ら
高
齢
者
を
地
域
で

支
え
る
取
り
組
み
を
進
め
、
高
齢
者
自
ら

も
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
、

地
域
の
中
で
活
躍
す
る
場
を
つ
く
り
出
し

て
い
く
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
の
高
齢
者
人
口
が
増
加
す
る
中
、
高
齢
者
世
帯
や
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
す
た
め

に
、
介
護
予
防
を
重
点
に
自
ら
の
健
康
を
守
る
人
づ
く
り
と
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
た
地
域
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

２０２５年の地域包括ケアシステムの姿

　介護保険料の一部は、高齢者がいつまでも健康で生き生きと暮らしていくために、
健康づくりや介護予防、認知症予防に向けた取り組みに使われています。
　みんなで介護予防や認知症予防事業に参加することで、介護保険サービスの利用を
少なくし、介護保険料を増やさないことが大切です。

保険料の一部で行う介護予防

介護を予防する主な事業

○ささゆりカフェ
　認知症の人や家族が医療・福祉関係者らとコーヒーを飲みながら
気楽に相談や介護情報を得る場として認知症カフェを開催します。

○認知症の人の家族のつどいの開催
　認知症の人を介護している家族を支える場として、介護相談や
情報交換、勉強会を開催します。

○認知症講演会の開催
　認知症とその予防に関する普及啓発に役立つ講演会を市内各地
域で開催します。

○高齢者等温泉施設利用助成券の発行
　高齢者の閉じこもり防止と介護予防を図るため、市内の温泉施設を利用した際、１回の利
用に対して３００円の助成を行っています。ただし事前の利用申請が必要です。

○いきいき健康教室、サロン活動への講師派遣
　健康づくりや介護予防に取り組んでいる壮健クラブなどに、運動指導士や音楽療法士、看
護師、歯科衛生士、作業療法士などを派遣し、健康相談や口腔（こうくう）機能改善指導、
運動機能訓練などを行います。

○介護予防教室の開催
　身近な地域で健康づくりや認知症予防を目的に水中運動
教室や転倒骨折予防教室、健康体操教室を開催します。

○介護予防サポーター養成講座の開催

　介護予防の基礎知識を学び、介護予防事業のお手伝いや、
自ら地域で介護予防活動を行う方を養成します。

▲平成２６年度介護予防サポーター養
成講座修了の皆さん

▲認知症の人たちを支援する
日本縦断のランニングイベン
ト「ＲＵＮ伴

とも
」

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　
高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
計
画

四
つ
の
目
標
を
掲
げ
ま
す

安
心
と
生
き
が
い
の
あ
る

　

活
動
団
体

多
様
な
生
き
が
い
活
動
支
援
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【勤務条件】　◆勤務時間＝午前８時半～午後５時１５
分　◆休日＝土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始、
年次有給休暇、病気休暇、特別休暇（夏季・結婚など）
◆初任給　▷大卒＝１７万４２００円　▷短大卒＝

１５万４８００円　▷高卒＝１４万２１００円　◆昇給＝年
１回　◆期末・勤勉手当＝年２回（６月・１２月）　◆

諸手当＝通勤手当、時間外勤務手当、扶養手当、住居
手当など　◆福利厚生＝健康診断、各種給付事業など

【新規採用職員研修】　地方自治制度、地方公務員制度、
接遇などの研修を行います。
【人事異動】　職員の配属先については、毎年１回提出
する自己申告書と職員の適性や能力を踏まえて決定し
ます。
※勤務時間や休日は、文化センターなど一部異なる部

署があります

 

一
般
事
務
職
の
概
要

　
住
民
票
発
行
な
ど
の
窓
口
業

務
、
市
税
賦
課
徴
収
、
災
害
対
策

や
ご
み
問
題
な
ど
の
市
民
生
活
関

連
、
生
活
保
護
や
子
育
て
支
援
な

ど
の
福
祉
関
連
、
市
行
政
の
総
合

的
企
画
調
整
な
ど
一
般
行
政
の
あ

ら
ゆ
る
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

【
先
輩
か
ら
一
言
】

◆
仕
事
の
内
容

　
各
家
庭
の
水
道
・
下
水
道
料
金

の
計
算
や
引
っ
越
し
に
伴
う
水
道

名
義
の
変
更
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の

取
り
付
け
、
取
り
外
し
が
主
な
仕

事
で
す
。
仕
事
自
体
は
華
や
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
民
の
方
が

当
た
り
前
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

◆
受
験
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
市
役
所
の
仕
事
は
生
活
基
盤
を

支
え
る
重
要
な
も
の
が
多
く
、
常

に
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。
決
し

て
楽
な
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
や
り
が
い

や
喜
び
も
あ
り
ま
す
。 

   
保
育
教
諭
職
の
概
要

　
保
育
教
諭
と
し
て
各
こ
ど
も
園

に
配
属
さ
れ
ま
す
。

【
先
輩
か
ら
一
言
】

◆
仕
事
の
内
容

　
０
歳
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
子
ど

も
の
保
育
・
教
育
。
職
場
の
仲
間

や
保
護
者
の
方
と
連
携
し
な
が
ら

子
ど
も
の
成
長
を
支
え
ま
す
。
書

類
の
作
成
や
教
材
の
検
討
、
行
事

の
計
画
と
実
行
、掲
示
物
の
作
成
、

研
修
や
発
達
の
学
習
な
ど
も
行
い

ま
す
。

◆
受
験
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
子
ど
も
の
命
を
預
か
る
、
と
て

も
責
任
の
あ
る
仕
事
で
す
。
生
活

や
遊
び
の
中
で
の
子
ど
も
の
学
び

を
支
え
、
日
々
成
長
し
て
い
く
子

ど
も
た
ち
の
姿
に
喜
び
と
や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長

と
共
に
自
分
自
身
の
成
長
も
実
感

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
働
き
ま

し
ょ
う
。

  

消
防
職
の
概
要

　
消
防
本
部
や
各
消
防
署
で
火
災

予
防
、
消
火
活
動
、
救
急
活
動
、

救
助
活
動
、
そ
の
他
消
防
行
政
に

関
す
る
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

【
先
輩
か
ら
一
言
】

◆
仕
事
の
内
容

　
消
防
本
部
で
は
、
消
防
総
務
課
、

予
防
課
、
消
防
課
が
あ
り
事
務
を

行
い
ま
す
。
通
信
指
令
業
務
も
あ

り
１
１
９
番
を
受
け
て
い
ま
す
。

消
防
署
は
指
令
を
受
け
、
火
災
や

救
急
、
救
助
の
現
場
活
動
を
行
い

ま
す
。
多
種
多
様
な
災
害
現
場
で

迅
速
・
確
実
・
安
全
に
活
動
で
き

る
よ
う
日
々
訓
練
を
行
い
ま
す
。

◆
受
験
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

消
防
の
仕
事
は
強
靭
な
体
力
と

精
神
力
が
、
基
礎
で
あ
り
最
低
限

必
要
な
能
力
で
す
。
消
防
士
を
目

指
す
な
ら
勉
強
も
大
変
で
す
が
、

体
力
づ
く
り
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。
人
の
た
め
に
頑
張
れ
る
、
思

い
や
り
の
あ
る
人
間
は
大
歓
迎
で

す
。

山岡こども園　曽我麻奈未
（平成２６年度採用）

消防本部　秋山誠道
（平成２５年度採用）

上下水道課　後藤悠
（平成２６年度採用）

 

土
木
技
術
職
の
概
要

　
市
道
、
農
道
、
林
道
や
水
道
、

下
水
道
施
設
な
ど
の
設
計
・
施
工

や
維
持
管
理
な
ど
土
木
関
係
の
業

務
に
従
事
し
ま
す
。

【
先
輩
か
ら
一
言
】

◆
仕
事
の
内
容

　
林
道
や
農
道
、
商
工
関
係
の
基

盤
整
備
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
仕
事
の
流
れ
と
し
て
は
、

現
場
で
測
量
→
図
面
作
成
→
設
計

書
作
成
→
工
事
発
注
で
す
。
発
注

後
は
工
事
が
終
わ
る
ま
で
監
督
業

務
を
行
い
ま
す
。

◆
受
験
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
学
生
時
代
に
学
ん
だ
専
門
力

を
生
か
せ
る
職
場
で
す
。
設
計
か

ら
工
事
完
了
ま
で
を
担
当
す
る
た

め
、「
ど
ん
な
構
造
物
を
造
ろ
う

か
」「
こ
う
し
た
方
が
も
っ
と
良
く

な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
る

機
会
が
多
く
、
工
事
完
了
後
は
達

成
感
が
あ
り
ま
す
。
楽
し
い
職
場

な
の
で
、
ぜ
ひ
一
緒
に
働
き
ま
し

ょ
う
。

産業基盤整備課　田中麻里
（平成２６年度採用）

□募集職種と人数
募集職種 人数（年齢制限）

一般事務
大卒４人程度（３０歳）
高卒１人程度（２６歳）

土木技術
大卒１人程度（３０歳）
高卒１人程度（２６歳）

身体障がい者
（一般事務）

大卒または高卒
１人程度（３０歳）

学芸員 大卒１人程度（３０歳）

保健師 ２人程度（４０歳）

保育教諭 ２人程度（３０歳）

消防 ３人程度（２６歳）

看護師 ２人程度（５５歳）

※年齢は平成２８年４月１日時点

□１次試験の日程と申し込み方法
区分 １次試験の日程と会場 受付期間 申し込み方法

一般事務（大卒）
土木技術（大卒）
身体障がい者（大卒）
学芸員
保健師
保育教諭

７月２６日㈰
市消防防災センター

６月８日㈪～７月３日㈮

　　　平日　午前８時半～
　　　　　　午後５時１５分

❶職員採用試験申込書
❷エントリーシート
❸顔写真２枚
❹返信用封筒（８２円切手貼付）
❶～❹を添えて市役所総務課（西庁舎
４階）へ直接または郵送で提出してく
ださい。
❶と❷は市のウェブサイトからも取得
できます。
http://www.city.ena.lg.jp/

看護師 申し込み者に別途通知
一般事務（高卒）
土木技術（高卒）
身体障がい者（高卒）
消防（高卒以上）

９月２０日㈰
市消防防災センター

８月３日㈪～２８日㈮

　　　平日　午前８時半～
　　　　　　午後５時１５分

求める人材

　人口減少という課題に挑戦し、市民と

共に「輝けるまち」を目指してくれる人。

市が力を入れていること

　市民が健やかで幸せに暮らし続けられ

るよう「健幸都市 えな」を実現するた

めの取り組みを進めています。

採用後の条件など
  

保
健
師
職
の
概
要

　
乳
幼
児
健
診
や
子
育
て
支
援
、

成
人
へ
の
生
活
習
慣
病
予
防
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
介
護

予
防
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
づ

く
り
事
業
に
公
衆
衛
生
の
専
門
家

と
し
て
従
事
し
ま
す
。

【
先
輩
か
ら
一
言
】

◆
仕
事
の
内
容

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
、
訪
問
と
健
診
を
通
し
て
育
児

相
談
や
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
疾
病
予
防
の
た
め
の

知
識
の
普
及
、
訪
問
に
よ
る
健
康

支
援
を
行
い
、
住
民
の
方
が
健
康

に
地
域
で
生
活
で
き
る
こ
と
を
目

標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
受
験
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
生
活
の
中
で

継
続
し
て
支
援
が
で
き
る
保
健
師

は
と
て
も
す
て
き
な
仕
事
だ
と
思

い
ま
す
。
先
輩
方
も
優
し
く
、
丁

寧
に
仕
事
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。  

健康推進課　中井彩心
（平成２６年度採用）

平
成
２８
年
４
月
１
日
採
用

求
む
！
市
の
職
員

受験案内（申込書）の入手

申し込み（期限厳守）

第 1 次試験
教養試験※、適性検査

（専門職は専門試験あり）

第 1 次試験合格

第２次試験

作文試験、個人面接試験

第２次試験合格

第３次試験

最終面接試験

最終合格

採用　平成２８年４月１日

採用までの流れ
（大卒の場合）

●
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
（
内
線
４
５
８
）

※
教
養
試
験
は
基
礎
能
力
を
見
る
た
め
の
内
容
で
す
（
保
健
師
、
保
育
教
諭
、
看
護
師
は
免
除
）
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

企画展「行書東海道」

６/１８㈭～７/２０㈪

　旅の楽しみが描かれた東海道シリーズ。旅心をそそ
る全５５図をご覧ください。

７月５日㈰は、市民の日（市民に限り観覧料が無料です。
当日、受付係に「恵那市民です」とお伝えください )
　　中山道広重美術館志２０-０５２２

歌川広重

《東海道五十三次之内》
「府中　あへ川遠景」

　
県
で
は
、
森
林
の
乱
開
発
を
防

ぐ
た
め
森
林
不
適
正
事
案
１
１
０

番
を
設
置
し
、
適
正
な
森
林
管
理

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
森
林
内
で
、
不
審
な
立
木
伐
採

や
建
築
物
、
重
機
に
よ
る
造
成
な

ど
を
発
見
し
た
場
合
は
、
連
絡
く

だ
さ
い
。
地
域
の
生
活
環
境
を
守

る
た
め
、
小
さ
な
こ
と
で
も
す
ぐ

に
対
応
し
ま
す
。

□
連
絡
先
　
森
林
不
適
正
事
案
１

１
０
番
（
恵
那
農
林
事
務
所
森
林

保
全
課
内
）
志
２
６
―
１
１
１
１

（
内
線
３
１
４
）

　
　
恵
那
農
林
事
務
所
森
林
保
全

課　
生
活
の
困
窮
や
事
業
不
振
の
た

め
、
市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付

で
き
な
い
場
合
は
、
事
情
に
応
じ

た
納
付
方
法
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　
当
日
は
、
市
税
の
納
付
も
受
け

付
け
ま
す
。

□
と
き
　
６
月
２１
日
㈰
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
都
合
が
つ
か
な
い

方
は
連
絡
く
だ
さ
い
）　
　
　
　

□
と
こ
ろ
　
税
務
課

□
持
ち
物
　
納
税
通
知
書
か
督
促

状
、
催
告
書
と
認
印
　

※
市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
せ

ず
、
納
税
相
談
な
ど
も
な
い
場
合

は
、
地
方
税
法
や
国
税
徴
収
法
の

規
定
に
基
づ
き
「
財
産
の
差
し
押

さ
え
」
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い

ま
す

　
　
税
務
課
収
納
係
（
内
線
１
３

０
）

　
中
津
川
調
停
協
会
で
は
、
無
料

の
調
停
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
６
月
１６
日
㈫
午
前
１０
時

～
午
後
４
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
内
容
　
家
庭
内
紛
争
や
交
通
事

故
、
土
地
建
物
、
金
銭
な
ど
の
問

題
の
調
停
、
法
律
相
談

□
相
談
員
　
調
停
委
員
、
弁
護
士

□
そ
の
他
　
予
約
は
不
要
で
す
。

　
　
中
津
川
調
停
協
会
（
中
津
川

簡
易
裁
判
所
内
）
志
０
５
７
３
―

６
６
―
１
５
３
０

　□
職
種
　
税
務
職
員
（
高
校
卒
業

程
度
）

□
対
象
　
❶
平
成
２７
年
４
月
１
日

に
、
高
等
学
校
か
中
等
教
育
学
校

（
６
年
制
の
中
高
一
貫
教
育
）
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
。

平
成
２８
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校

か
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
方
❷
人
事
院
が
❶
に
掲
げ

る
者
に
準
ず
る
と
認
め
る
方

□
申
し
込
み
方
法
　
中
津
川
税
務

署
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入

の
上
、
持
参
か
郵
送
で
提
出
す
る

か
、
国
税
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.n

ta.go.jp

）

か
ら
申
し
込
む

□
受
付
期
間
　
▽
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

＝
６
月
２２
日
㈪
～
７
月
１
日
㈬
　

▽
持
参
か
郵
送
＝
６
月
２２
日
㈪
～

６
月
２４
日
㈬

□
試
験
日
　
▽
１
次
＝
９
月
６
日

㈰
　
▽
２
次
＝
１０
月
１４
日
㈬
～
１０

月
２３
日
㈮
ま
で
の
い
ず
れ
か
指
定

す
る
日

　
　
〒
４
６
０
―
８
５
２
０
名
古

屋
市
中
区
三
の
丸
３
―
３
―
２
名

古
屋
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

志
０
５
２
―
９
５
１
―
３
５
１
１

（
内
線
３
４
５
０
）

　
第
３９
回
水
の
日
・
水
の
週
間
記

念
「
第
３０
回
水
と
の
ふ
れ
あ
い

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

　
水
資
源
の
有
限
性
や
水
の
貴
重

さ
、
水
資
源
開
発
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
理

解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、「
水
と
の
ふ
れ
あ
い
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
写
真
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
グ
ラ
ン
プ
リ
、
優
秀
賞
、
特

別
賞
、
特
選
、
入
選
、
計
２０
点
に

賞
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

□
募
集
作
品
　
健
全
な
水
循
環
の

重
要
性
や
水
資
源
の
有
限
性
、
水

の
貴
重
さ
、
水
資
源
開
発
の
重
要

性
に
つ
い
て
広
く
理
解
と
関
心
を

深
め
る
こ
と
に
資
す
る
作
品

□
応
募
サ
イ
ズ
　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

ト
（
キ
ャ
ビ
ネ
以
上
ワ
イ
ド
四
つ

切
ま
で
）、
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト

は
Ａ
４
サ
イ
ズ
も
可

□
締
め
切
り
　
６
月
１９
日
㈮
当
日

消
印
有
効

□
そ
の
他
　
応
募
先
や
応
募
用
紙

の
入
手
方
法
な
ど
は
、
独
立
行
政

法
人
水
資
源
機
構
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（h

ttp
://w

w
w

.w
ater.

go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
水
の
週
間
実
行
委
員
会
志

０
４
８
―
６
０
０
―
６
５
１
３

　
市
中
央
図
書
館
で
は
、
子
ど
も

司
書
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。

　
本
や
図
書
館
に
興
味
が
あ
る
方

や
、
友
達
に
読
書
を
広
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
く

だ
さ
い
。

□
と
き
　
７
月
２４
日
～
８
月
２１
日

（
毎
回
金
曜
日
）
午
前
９
時
～
１１

時
半
（
全
５
回
）

□
と
こ
ろ
　
市
中
央
図
書
館

□
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
校

５
・
６
年
生

□
定
員
　
２０
人
程
度
（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
）

□
講
師
　
図
書
館
司
書

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
市
中
央
図
書

館
へ
直
接
か
電
話
で
申
し
込
む

□
受
付
期
間
　
６
月
９
日
㈫
～
７

月
１
日
㈬

　
　
　
　
市
中
央
図
書
館
志
２
５

―
５
１
２
０

　第３０回ふれあいカップリングパーティーの
参加者を募集しています。
　誠実に結婚を考えている方々のパーティーで
す。結婚式場の食事を楽しみながら交流します。
新たな出会いの一歩を踏み出しませんか。
□とき　７月１２日㈰午前１１時～午後３時
□ところ　マリアージュ恵那（大井町）　
□対象　独身の男女。年齢と婚歴は問いません。
（男性は市内在住者で、登録が必要です）
□定員　男女各２０人（応募者が多数の場合は
抽選とします）
□料金　 ▽男性＝５，０００円　 ▽女性＝３，０００円
□申し込み方法　市役所や各振興事務所に備

え付けの申込書に❶住所❷
氏名❸性別❹年齢❺電話番
号❻職業❼趣味―を記入の
上、直接持参するか郵送、
ファクス、電子メールで申し込む
□締め切り　６月２３日㈫必着
※申込書は、市のウェブサイト（http://www.
city.ena.lg.jp/）からも取得できます
　　　　〒５０９-７２９２（住所不要）ふるさと活力
推進室（内線３２８）、思２６-２１５５、死 enaguras
hi@city.ena.lg.jp　
　　恵那ことぶき結婚相談所運営協議会（林）
志０８０-２６１８-５５０６

カップリングパーティーの参加者を募集

新しい出会いを見つけませんか 　本紙１５日号と１月１日号
に設けている広告枠の取り扱
いを委託する事業者が変更に
なりました。
□委託期間　６月１５日号～
平成２８年３月１５日号
※平成２８年４月１５日号以降
の委託事業者は、改めて選定
します
□広告掲載の申し込み　市が
委託する事業者（本年度は、
大井町２６９５-３７㈲アド・ルー
プ志２６-５３８８）
□その他　料金などの詳細
は、委託事業者に問い合わせ
ください。
　　総合政策課（内線３２３）

取り扱い事業者が変更

広報えな広告枠
　
古
い
着
物
を
利
用
す
る
布
ぞ
う

り
作
り
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。
夏
に
は
ス
リ
ッ
パ
よ
り
足

が
べ
た
つ
か
ず
、
健
康
に
も
い
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

□
と
き
　
６
月
２６
日
㈮
午
前
９
時

半
～
１１
時
半

□
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ

ザ□
定
員
　
１０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

□
持
ち
物
　
は
さ
み
、
３０
㌢
物
差

し　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ

志
２
５
―
１
５
１
５
（
月
・
火
曜

日
休
館
）

　□
職
種
（
人
数
）　
▽
嘱
託
職
員

＝
え
な
斎
苑
（
火
葬
場
）
管
理
業

務
（
１
人
）

□
給
与
　
公
社
規
程
に
よ
る

□
対
象
　
資
格
な
ど
は
不
問

□
採
用
予
定
日
　
７
月
２９
日
㈬

□
申
し
込
み
方
法
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
と
履
歴
書
を
持
参

し
、
直
接
申
し
込
む

□
締
め
切
り
　
６
月
１５
日
㈪
必
着

　
　
　
　
施
設
管
理
公
社
志
２
５

―
８
２
１
３

募
集

国
税
局
・
税
務
署
の
職
員

子
ど
も
司
書
講
座
の
受
講

生

水
と
の
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品

布
ぞ
う
り
作
り
講
座
の
受

講
生

施
設
管
理
公
社
の
職
員

案
内

森
林
不
適
正
事
案
１
１
０

番
を
設
置

市
税
の
休
日
納
付
相
談

無
料
調
停
相
談
会
を
開
催

問

申
・
問

問

申・問

問

申
・
問

申
・
問

問

問 問

問

問

おわびと訂正　本紙５月１５日号７㌻、子育て世帯臨時特例給付金の記事中、「支給月額」とあるのは「支給額」の誤
りでした。おわびして訂正します（１番下の段、左から２２行目）。

▲古い着物を使って作る
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山
岡
細
寒
天
の
生
産
９０
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、
寒
天
料
理

と
明
知
鉄
道
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
を
３
５
０
０
円
で
楽
し
め
る

「
寒
天
列
車
の
旅
」
を
実
施
し

ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、「
清
流
の
国

ぎ
ふ
　
ふ
る
さ
と
旅
行
券
」

の
適
用
で
、
通
常
価
格
よ
り

２
５
０
０
円
引
き
で
提
供
す
る

も
の
で
す
。

□
期
間
　
９
月
ま
で
の
月
曜
日

を
除
く
毎
日
運
行

※
人
数
に
制
限
が
あ
る
た
め
予

約
が
必
要
で
す

□
関
連
イ
ベ
ン
ト
　「
健
幸
都

市
宣
言
」
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
山
岡
細
寒
天
を
宣
伝
す

る
「
全
国
細
寒
天
ふ
れ
あ
い
祭

り
」
を
開
催
し
ま
す
。
　
▽
と

き
＝
６
月
６
日
㈯
午
前
１０
時
～

午
後
４
時
　
▽
と
こ
ろ
＝
山
岡

イ
ワ
ク
ラ
公
園
　
▽
内
容
＝
寒

天
ら
～
め
ん
３
０
０
食
無
料
配

布
（
先
着
順
）、
流
し
「
と
こ

ろ
て
ん
」
の
試
食
、
恵
那
農
業

高
校
の
寒
天
レ
シ
ピ
発
表
、
ダ

ル
マ
を
抱
え
て
大
笑
い
大
会
な

ど
　
▽
問
い
合
わ
せ
＝
山
岡

駅
か
ん
て
ん
か
ん
志
５
６
―

３
１
４
０

　
　
　
　
明
知
鉄
道
志
５
４
―

４
１
０
１
（
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時
）

　
第
２
回
い
わ
む
ら
一
斎
塾
特

別
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
講
師
に
柴
田
秋
雄

氏
を
迎
え
ま
す
。
ホ
テ
ル
の
総

支
配
人
と
し
て
「
日
本
一
幸
せ

な
従
業
員
を
つ
く
る
」
と
い
う

指
導
法
を
実
践
し
、
退
任
後
は

「
一
般
社
団
法
人
ア
ソ
シ
ア
志

友
館
」
を
開
設
。「
全
て
の
活

力
の
源
泉
は
人
で
あ
る
」
を
信

念
に
、
各
地
で
講
演
活
動
な
ど

を
行
っ
て
い
る
講
師
の
話
を
聞

き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
６
月
２０
日
㈯
午
後
１

時
半
～
３
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
演
題
　「
日
本
一
の
社
員
を

育
て
る
会
社
」

□
料
金
　
２
０
０
円（
資
料
代
）

　
　
い
わ
む
ら
一
斎
塾（
鈴
木
）

志
０
９
０
―
８
１
３
５
―
２
４

２
１

　
ち
く
わ
を
使
っ
た
調
理
パ
ン

「
バ
ン
ブ
ー
パ
ン
」
を
手
作
り

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
６
月
２８
日
㈰
午
前
９

時
半
～
正
午

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
（
小
学

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
▽
会
員
＝
８
０
０
円

▽
非
会
員
＝
１
２
０
０
円

□
講
師
　
岡
田
節
子
さ
ん

□
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
用
の

容
器

　
　
　
　
え
な
イ
ー
ス
ト
総
合

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
志
２
５
―
０

０
６
８
（
平
日
午
前
１０
時
～
午

後
３
時
）

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催
するイベントや各種募集などを市内に
周知するためのコーナーです。（営利
目的・宗教・政治に関する掲載はでき
ません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　総合
政策課広報広聴係（内線３２４）

　
数
百
本
の
バ
ラ
が
咲
き
誇

り
、
甘
い
香
り
が
漂
う
日
本
大

正
村
バ
ラ
祭
り
を
開
催
し
ま

す
。期
間
中
は
バ
ザ
ー
を
行
い
、

バ
ラ
の
苗
な
ど
を
販
売
し
ま

す
。
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
や
ギ

タ
ー
な
ど
の
演
奏
会
も
あ
り
ま

す
。
６
日
㈯
は
、
愛
知
県
日
進

市
の「
い
き
い
き
塾
Ｎ
Ｐ
Ｏ
絆
」

と
の
交
流
会
で
、
津
軽
三
味
線

演
奏
や
バ
ン
ド
演
奏
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
日
本
舞
踊
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

□
と
き
　
６
月
４
日
㈭
～
１４
日

㈰
午
前
9
時
～
午
後
４
時

□
と
こ
ろ
　
日
本
大
正
村
バ
ラ

園
（
大
正
ロ
マ
ン
館
前
）

　
　
大
正
村
観
光
案
内
所
志
５

４
―
３
９
４
４

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き
　
７
月
７
日
㈫
、
１４
日

㈫
、
２３
日
㈭
、
２８
日
㈫
午
前
９

時
半
～
１１
時
半
（
全
４
回
）

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ

ブ
ン

と

８エ
イ
ト

と
８
・
１
を
使
い
、
文
字
入

力
や
マ
ウ
ス
と
キ
ー
ボ
ー
ド
の

使
い
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

見
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
を
学
び
ま
す
。

□
定
員
　
１０
人
（
先
着
順
、
初

心
者
優
先
）

□
料
金
　
４
５
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
１
３
０
０
円
程

度
が
必
要
）

【
エ
ク
セ
ル
で
家
計
簿
や
住
所

録
を
作
ろ
う
講
座
】

□
と
き
　
７
月
２
日
、
９
日
、

２３
日
、
３０
日
（
毎
回
木
曜
日
）

午
後
１
時
～
３
時
（
全
４
回
）

□
内
容
　
エ
ク
セ
ル
を
使
い
、

家
計
簿
や
住
所
録
の
作
成
方
法

を
学
び
ま
す
。

□
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
、
初

心
者
優
先
）

□
料
金
　
４
５
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
１
９
０
０
円
程

度
が
必
要
）

【
共
通
】

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
受
付
期
間
　
６
月
１３
日
㈯
午

前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日
ま
で

※
初
め
て
の
方
は
２４
日
㈬
ま
で

に
申
し
込
め
ば
優
先
し
ま
す
。

バ
ー
ジ
ョ
ン
が
分
か
ら
な
い
方

や
他
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
方
は
相

談
く
だ
さ
い

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　
パ
ソ
コ
ン
か
ら
展
開
図
を
選

ん
で
印
刷
し
、
切
り
抜
い
て
組

み
立
て
る
紙
模
型
工
作
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

□
と
き  

▽
講
座
Ａ
＝
７
月
２９

日
㈬
午
前
１０
時
～
午
後
３
時 

▽
講
座
Ｂ
＝
８
月
６
日
㈭
午
前

１０
時
～
午
後
３
時
　
▽
講
座
Ｃ

＝
８
月
１３
日
㈭
午
前
１０
時
～
午

後
３
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
（
小
学

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
） 

□
定
員
　
各
１５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
５
０
０
円（
材
料
費
） 

□
持
ち
物
　
は
さ
み
、
木
工
用

ボ
ン
ド
、
筆
記
用
具
、
定
規
、

弁
当
、
水
筒
、
完
成
品
を
入
れ

る
袋 

□
締
め
切
り
　
６
月
１３
日
㈯
午

前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日
ま
で

※
中
・
高
・
大
学
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　
第
１１
回
少
年
の
主
張
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
市
内
各
中
学
校
の
代

表
生
徒
が
、
五
つ
の
テ
ー
マ
か
ら

熱
い
思
い
を
発
表
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
「
社
会
や
世
界
に
向

け
て
の
意
見
、
未
来
へ
の
希
望
や

提
案
」な
ど
の
四
つ
に
、特
別
テ
ー

マ
「
ふ
る
さ
と
の
先
人
に
学
ん
だ

こ
と
」
を
加
え
た
五
つ
で
す
。
　

　
市
少
年
少
女
合
唱
団
の
合
唱
や

恵
那
南
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
の
演

奏
も
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

来
場
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
６
月
２０
日
㈯
午
後
２
時

～
４
時
半

□
と
こ
ろ
　
明
智
か
え
で
ホ
ー
ル

□
料
金
　
無
料

　
　
生
涯
学
習
課（
内
線
３
４
１
）

　
市
土
地
開
発
公
社
で
は
、
明
智

町
内
の
き
き
ょ
う
が
丘
団
地
で
住

宅
用
地
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
市

内
だ
け
で
な
く
、「
自
然
豊
か
な

土
地
で
暮
ら
し
た
い
」
と
い
う
都

市
部
の
方
か
ら
も
好
評
で
、
販
売

区
画
は
残
り
１
区
画
の
み
と
な
り

ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
市
土
地
開
発
公
社

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://toc

h
ikaih

atsu.city
.ena.gifu.

jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
現
地
案
内
も
随
時
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

□
区
画
　
き
き
ょ
う
が
丘
団
地
７

号
地

□
面
積
　
１
１
５
・
２
坪

□
分
譲
価
格
　
２
８
３
万
円
（
水

道
加
入
金
が
別
途
必
要
で
す
。
合

併
浄
化
槽
補
助
制
度
が
あ
り
ま

す
）

□
そ
の
他
　
明
智
小
・
中
学
校
ま

で
約
３
㌔
、
明
智
駅
・
明
智
振
興

事
務
所
ま
で
約
２
・
５
㌔

　
　
市
土
地
開
発
公
社
（
都
市
住
宅

課
内
）（
内
線
２
４
１
）　

　
計
量
法
の
規
定
で
、
取
引
や
証

明
に
使
用
す
る
は
か
り
の
定
期
検

査
が
左
表
の
通
り
行
わ
れ
ま
す
。

　
店
舗
な
ど
で
は
か
り
を
使
っ
て

い
る
方
は
、受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

□
持
ち
物
　
は
か
り
（
付
属
品
を

含
む
）

□
料
金
　
は
か
り
の
種
類
に
よ
っ

て
料
金
が
違
い
ま
す
。
県
収
入
証

紙
で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
県
計
量
検
定
所
志
０
５
８
―

２
５
４
―
８
１
８
８

　
恵
那
保
健
所
で
は
、
う
つ
病
や

躁
う
つ
病
（
双
極
性
障
害
）
へ
の

理
解
を
深
め
、
家
族
の
対
応
を
学

ぶ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
大
湫
病
院
副
院
長
の
曽
根
靖
貴

氏
を
講
師
に
迎
え
「
う
つ
病
と
双

極
性
障
害
（
躁
う
つ
病
）
の
理
解

と
家
族
の
対
応
」
と
題
し
た
講
演

と
座
談
会
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
２
日
㈭
午
後
２
時

～
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
恵
那
総
合
庁
舎

□
対
象
　
市
内
か
中
津
川
市
在
住

で
、
う
つ
病
か
躁
う
つ
病
（
双
極

性
障
害
）
と
診
断
さ
れ
た
治
療
中

の
方
を
支
え
る
家
族

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
前
日
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
む

□
そ
の
他
　
自
身
や
家
族
の
心
の

健
康
に
つ
い
て
、精
神
科
医
が「
こ

こ
ろ
の
健
康
相
談
」
に
応
じ
ま

す
。
相
談
日
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
恵
那
保
健
所
健
康
増
進

課
志
２
６
―
１
１
１
１
（
内
線
２

５
９
）

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

申
・
問

明
知
鉄
道
「
寒
天
列
車

の
旅
」
と
細
寒
天
祭
り

申
・
問

第
２
回
い
わ
む
ら
一
斎

塾
特
別
講
座
を
開
催

パ
ン
作
り
教
室
を
開
催

日
本
大
正
村
バ
ラ
祭
り

を
開
催

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
講

座
の
受
講
生
を
募
集

問

問

申
・
問

申
・
問

▲日頃の実践や思いなどを発表

案
内

中
学
生
が
熱
い
思
い
を
発

表
す
る
少
年
の
主
張
大
会

き
き
ょ
う
が
丘
団
地
の
住

宅
用
地
を
分
譲

問 問問

は
か
り
の
定
期
検
査

う
つ
病
・
躁
う
つ
病
（
双

極
性
障
害
）
教
室
を
開
催

と　き 時　間 ところ
６月１５日㈪ 午後１時～３時 ＪＡひがしみの上村支店
６月１６日㈫ 午前９時～午後３時 ＪＡひがしみの山岡支店
６月１７日㈬ 午前９時～正午 ＪＡひがしみの山岡支店
６月１８日㈭ 午前９時～午後２時 ＪＡひがしみの岩村支店
６月１９日㈮ 午前９時～午後２時 明智文化センター
６月２２日㈪ 午後１時～３時 笠置振興事務所
６月２３日㈫ 午前９時～正午 ＪＡひがしみの恵那西支店
６月２４日㈬ 午前９時～午後３時 中コミセン

申
・
問

パ
ソ
コ
ン
の
７
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集
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歳
に
な
り
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た

ニ
ュ
ー
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輝
く
恵
那
人
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人
と
ま
ち

恵
那
の
今
を

お
届
け
し
ま
す

　明智町にある明光化成工業株式会社の社員 6人が、
文部科学大臣表彰の創意工夫功労者賞の受賞報告に市役
所を訪れました。優れた創意工夫により職域の技術の改
善向上への貢献について功績をたたえるもので、同社は
今回で１２年連続の受賞となりました。

１２年連続創意工夫功労者賞 ５月１１日

父 母

父 母

父 母父 母

父 母

父 母

お
誕
生
日

お
め
で
と
う
！

　国立大学法人名古屋大学大学院環境学研究科と連携・
協力に関する協定調印式が行われました。共同研究や受
託研究、教育面での連携などにより相互の発展を図ろう
というもの。学生や教員が本市をフィールドにした研究
活動も行うこととしています。

　
こ
と
し
で
４
回
目
と
な
る
「
恵え

奈な

の
里
次す

き

米ま
い

お
田
植
え
祭
」
が

長
島
町
正
家
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
恵
那
農
高
２
年
生
と
Ｊ
Ａ
職

員
に
よ
る
２１
人
の
早
乙
女
が
、
白
装
束
に
か
さ
の
姿
で
斎
田
に
入

り
、
横
一
列
に
な
っ
て
順
に
苗
を
丁
寧
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

今
回
は
小
学
生
が
初
め
て
参
加
し
、
長
島
小
学
校
の
６
年
生
４
人

も
一
緒
に
お
田
植
え
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

早乙女が恵奈の里で次米を田植え

鈴村 律
りつ

来
き

くん

名古屋大学大学院と協定 ５月１日

　１０月に揖斐川町で開催される「全国育樹祭」のプレ
イベントとして、明智町で「１００年の森づくりリレー引
継式」が開催されました。中津川市で伐採された樹齢
１００年以上の東濃ひのきが木

き

曳
ひき

車
しゃ

で本市にリレーされ、
育樹祭会場の揖斐川町へ順に引き継ぎいでいきます。

豊かな緑を後世へ ５月４日

武者行列が大正村を練り歩く ５月３日

　明智かえでホールで名古屋学芸大学の井形昭弘学長に
よる講演会「夢の長寿社会　目指せ健やかな１００歳」が
開かれました。６月から開催する市健康長寿大学（大正
塾）連続講座の宣伝を兼ねたプレ公開講座で、回想法に
よる認知症の予防効果向上を訴えていました。

目指せ健やかな１００歳 ５月４日

　明智町で恒例の「第43回光秀まつり」が開かれまし
た。戦国時代の武将、明智光秀にちなんだ言い伝えが残
ることから行われている伝統行事で、武将行列には明智
小学校の6年生や地域住民ら１２０人が参加。大正村のエ
リア内約６００㍍を行進しました。

優介さん 裕子さん

１
歳
お
め
で
と

う
！
元
気
い
っ
ぱ

い
、
優
し
い
子
に

育
っ
て
ね
。

遠藤 理
り

央
お

くん

永幸さん 由美さん

指
吸
い
甘
え
ん
坊

り
っ
ち
ゃ
ん
♡
ニ

コ
ニ
コ
癒
や
し
を

あ
り
が
と
う
♡

長島町

米滿 結
ゆい

南
な

ちゃん

笠置町

１
歳
お
め
で
と

う
！
元
気
い
っ
ぱ

い
笑
顔
い
っ
ぱ
い

大
き
く
な
あ
れ
！

米滿 笑
えみ

南
な

ちゃん

笠置町

和貴さん 三河さん

１
歳
お
め
で
と

う
！
元
気
い
っ
ぱ

い
笑
顔
い
っ
ぱ
い

大
き
く
な
あ
れ
！

安藤 暢
いたる

くん
上矢作町

父 母和男さん 杏奈さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
元
気
に
す
く
す

く
育
っ
て
ね
☆

西尾 奈
な

々
な

美
み

ちゃん

山岡町

学治さん 紗緖里さん

プ
ク
プ
ク
育
っ
て

祝
１
歳
♡
兄
妹
仲

良
く
元
気
に
遊
ん

で
ね
！！

加藤 祐
ゆう

斗
と

くん

岩村町

和也さん 宏美さん

祝
１
歳
♡
た
く
さ

ん
食
べ
て
大
き
く

な
ぁ
れ
！

松村 咲
さく

来
ら

ちゃん
明智町

晋吾さん 亜希子さん

１
歳
お
め
で
と

う
！！
元
気
に
大
き

く
な
っ
て
ね
。

６月生まれ

５月１６日

東野

父 母和貴さん 三河さん

2015.6.113 広報えな 12

募集中

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）総合政策課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３２４）

　７月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集
します。写真（なるべく１人で胸から上で顔全体が写っ
ているもの）の裏に❶住所❷氏名（ふりがな）❸生年月
日❹性別❺電話番号❻両親の氏名❼２８字以内のコメ
ント❽ケーブルテレビ放映の可否－を添えて、６月１５
日㈪までに申し込んでください。
　申し込み多数の場合は先着順で掲載します。

もうすぐ１歳

平成２６年７月生まれ
のお子さんを募集

顔全体を
写してね！
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　「
海
外
に
す
し
の
お
い
し
さ
を
伝
え
た

い
」
と
話
す
の
は
、
長
島
町
在
住
の
す
し

職
人
、
林
満
さ
ん
。

　
林
さ
ん
は
、
４
月
に
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ

ン
ト
ン
で
行
わ
れ
た
「
全
米
桜
祭
り
」
で
、

現
地
の
出
席
者
約
１
千
人
に
す
し
を
振
る

舞
っ
た
。
林
さ
ん
が
参
加
し
た
の
は
、
５０

州
の
中
か
ら
全
米
一
の
桜
女
王
を
決
め
る

イ
ベ
ン
ト
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
。
毎
年
全
国

す
し
商
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
か
ら

職
人
が
選
抜
さ
れ
て
お
り
、
岐
阜
県
か
ら

の
参
加
は
今
回
の
林
さ
ん
が
初
め
て
。

　
当
日
は
、
職
人
１６
人
で
約
４
千
貫
の
す

し
を
握
っ
た
。「
と
に
か
く
時
間
と
の
闘

い
だ
っ
た
」
と
林
さ
ん
は
振
り
返
る
。
す

し
は
大
好
評
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く

な
っ
た
。
全
国
の
職
人
と
の
つ
な
が
り
も

で
き
、
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。

　
林
さ
ん
は
名
古
屋
市
出
身
。
実
家
が
す

し
屋
で
、
小
さ
い
頃
か
ら
親
の
手
伝
い
で

す
し
を
握
っ
て
お
り
、
自
身
も
す
し
職
人

の
道
へ
と
進
ん
だ
。「
ア
メ
リ
カ
に
自
分

の
店
を
持
ち
た
い
」と
い
う
野
望
を
胸
に
、

21
歳
で
単
身
渡
米
。
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
す

し
バ
ー
で
修
行
す
る
も
、
す
し
を
油
で
揚

げ
た
り
、
果
物
を
巻
い
た
り
す
る
な
ど
、

日
本
の
す
し
と
は
全
く
異
な
る
海
外
の
そ

れ
に
仰
天
。「
ま
だ
ま
だ
日
本
の
す
し
文

化
は
海
外
に
浸
透
し
て
い
な
い
」
と
が
っ

か
り
し
、
帰
国
し
た
。
そ
の
後
、
京
都
や

滋
賀
の
す
し
屋
で
修
行
を
重
ね
、
平
成
7

年
に
縁
あ
っ
て
恵
那
市
に
移
住
。
長
島
町

で
す
し
屋
を
開
店
し
た
。

　
２０
年
ぶ
り
と
な
っ
た
今
回
の
渡
米
で

は
、
生
の
イ
カ
や
タ
コ
を
お
い
し
そ
う
に

食
べ
る
現
地
の
人
を
目
の
当
た
り
に
し
、

「
日
本
の
す
し
文
化
が
海
外
に
も
伝
わ
っ

て
き
て
い
る
」
と
う
れ
し
く
感
じ
た
。
わ

さ
び
や
し
ょ
う
ゆ
の
付
け
方
な
ど
、
す
し

の
味
わ
い
方
を
も
っ
と
伝
え
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
強
ま
っ
た
。
か
つ
て
の
「
ア
メ

リ
カ
に
店
を
出
す
」
と
い
う
夢
が
、
再
び

胸
の
中
に
沸
き
上
が
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　
夢
の
実
現
の
た
め
に
は
、
後
継
者
の
育

成
な
ど
、
課
題
も
た
く
さ
ん
。「
今
回
の

経
験
で
全
国
の
ベ
テ
ラ
ン
職
人
か
ら
い
た

だ
い
た
助
言
を
胸
に
、
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。 ▲ワシントンの会場ですしを握る林さん

海外に伝われすし文化
ワシントンの全米桜祭りで腕を振るう

□プロフィル

愛知県名古屋市出身。すし屋の三男として生
まれ、幼い頃からすしの技術を学ぶ。現在、
岐阜県恵那寿司組合支部長も務める。

林
はやし

 満
みつる

 さん　４４歳

長島町久須見

恵那で輝いている旬な人を紹介します

2015.6.1 広報えな

１２８

トラック運送で観光ＰＲ

　長島町の運送会社、株式会社山本急行が市の観光ポス
ターなどを印刷したトラックの運行を開始しました。全
長１２㍍の車体の片側に岩村や恵那峡などを紹介した観
光ポスターが、反対側には恵那峡を一望した風景が、そ
れぞれ縦２．３㍍、横７．４㍍の大きさで印刷されています。

南地区中学校の再編を協議

　岩村振興事務所で第１回恵那南地区中学校再編委員会
が開かれ、市南部５地区の小中学校ＰＴＡ、こども園保
護者、地域自治区などの代表者、計３４人が委員に委嘱
されました。中学校統合の時期と場所について審議し、
年度内の答申を目指しています。

８４人が少年消防隊に入隊

　市少年消防隊の入隊式が恵那文化センターで行われま
した。ことしは全１４の小学校から８４人が入隊し、総
勢１２９人となりました。隊長となった明智小６年の伊
藤玄
げん

晴
せい

君は「隊の決まりを守り、明朗活発な隊員となる
ことを誓います」と力強く宣誓しました。

恵那北小5年生が防災体験

　恵那北小学校で防災モデルスクール事業が行われ、５
年生１７人とその保護者が参加しました。非常食の試食
や消火ホースでの放水体験、地震体験車、消火器を使っ
た消火活動、毛布を使って作った担架に仲間を乗せて運
ぶなどの訓練を体験し、非常時の対応を学びました。

自然の大切さを森に学ぶ

　中野方町の坂折棚田で「森に学ぼうプロジェクト」が
開催されました。コカ・コーライーストジャパン株式会
社が中野方地域協議会、県、市と結んだ水源の森づくり
に関する協定に基づく催しで、森や棚田の観察、田植え
体験を通じて自然との共存の大切さを学びました。

広重が描いた東海道を展示

　特別企画展「描かれた東海道　歌われた五十三次の旅」
が開催中の中山道広重美術館で、学芸員による作品ガイ
ドが行われました。一枚ずつ作品の解説をしたり、描か
れた時代の背景や広重のこだわりなどを紹介したりしま
した。この企画展は６月１４日まで開催されています。

５月1３日５月1４日

５月1４日５月1６日

５月1７日 ５月1７日
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皆さんの
大好きな風景を
気軽に応募くだ
さい！

『広報えな』は環境に優しい再生
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は石油系ではなく、
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▲市メール配信サービス
　（登録用ＱＲコード）
　

音声告知放送の文字版ページ
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▲市ウェブサイト
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あなたの知りたい情
報を分かりやすく提
供しています。

【File No.　　 鍋山のメンヒル なべやまのめんひる（長島町永田鍋山１-１６）】

　メンヒルとは、それ単体で直立している巨石記念物である。
世界的には西ヨーロッパに多く存在し、フランスのブルター
ニュ地方にあるものが有名である。
　メンヒルのような巨石記念物にどのような意味があるのか
は今現在も分かっておらず、天文台として使われていた、太
陽信仰に関わる遺跡であるなど、さまざまな説がある。太陽

高さ約１６０㌢、六角形の石が
二本立ち並ぶ

信仰に関して言えば、近年、鍋山のメンヒルの間から夏至の
日の出が確認されたことが何か関係しているのかもしれな
い。
　ヨーロッパに多く見られるメンヒルがなぜ日本のこの恵那
にあるのか。どのような目的、どのような技術で作製された
のか、などロマンの多い遺跡といえる。

　市内のメンヒルは鍋山以外にも武並町、笠置町姫栗・毛呂窪などにある。縄文時代の生
活に何か関係があるのではと考えられているが、詳しいことは分かっていない。

矢作ダムが出来て半世紀。ダム
湖の周囲は、いろいろな樹木や
草花が見られる景勝地となりま
した。四季折々の景色が楽しめ、
特に秋の紅葉は見事です。

新緑の奥矢作湖

　　　　　　写真か画像データと❶住所❷氏名（ふりがな）❸電話番号
❹題名❺写真の場所（町名）❻お薦めの理由（７０字以内）―を記入した
用紙を持参するか郵送、電子メールで総合政策課広報広聴係へ提出する。

串原　柴田美
  みよし

由さん

次号は

６月１５日号

発行日は

６月１５日㈪です
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□応募方法

姫栗のメンヒル。形も大
きさも鍋山とは異なる

伝えたい、守りたい、まちの宝物
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